
割であるというように、固定的なとらえ方が依然として強
い領域である。このことは，男女に等しく衣生活管理能力
を形成する際の阻害要因になっている 5）。これらの影響か、
中学生と高校生では家庭科を構成する内容の中で，衣生活
については興味度があまり高くなく，学習内容や学習方法
を工夫し，学習意欲を持って取り組むような授業にするこ
とが課題であると指摘されている 6）。
　そこで，本研究では高校生が衣生活管理能力を身につけ
て自立した衣生活を営むことができるように，衣生活の関
心やどのような衣生活観や衣生活行動を取っているのか，
また家族からの指導の実態などを調査することによって，
家庭科における衣生活管理能力を形成するための課題を明
らかにすることを目的とした。

Ⅱ　研究方法

１．調査対象と調査時期
　島根県内の公立高等学校 2校の専門学科に在籍する生
徒を調査対象にした。回収率は100.0％で，男子76人と女

Ⅰ　はじめに

　清潔で快適な被服の着用によって，個人の特性を生かし
生涯に渡って豊かで充実した衣生活を営むことは，人間と
して基本的な欲求を満たすことである。そのためには，ま
ず一人ひとりが被服に関する基礎的・基本的な知識や技術
を確実に身につけ，それらを実際の生活に活かすことが必
要である。このような衣生活を実現させるために，被服を
最も効果的に着用することを計画的に遂行し，評価できる
能力を衣生活管理能力と規定し 1），高等学校卒業までに身
につけることが重要だと考えるものである。
　従来から，家庭科教育では被服の役割や人体との関わり
を考え，選択，購入，着用，管理，保管や処分など，適切
に衣生活行動ができるように，小学校から高等学校段階ま
で系統的に学習してきている 2）3）4）。ただ，実際の衣生活
では，既製服やクリーニングなどの利用によって社会化・
外部化が著しく進行しており，加えて被服による装飾の機
能は女性の関心が強いとか，関連する仕事内容は女性の役
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要　　　旨
　生涯に渡って自立した衣生活者であり続けるには，被服を最も効果的に着用することを計画的に遂行し，評価できる
衣生活管理能力を高校生段階までに身につけることが重要である。本研究は，家庭科においてこのような衣生活管理能
力を形成するための課題を明らかにすることを目的として，高校生を対象に調査研究を行った。
　その結果，性差はあるものの男女とも衣生活の関心と学習意欲は高く，衣生活管理能力形成のための学習を進めるに
おいては，困難な状況ではないと言える。衣生活観と衣生活行動に関する項目の中で，着方や被服の購入については，
男女とも自分なりの考えを持ち，行動しようとする傾向があった。このようなことを反映してか，休日用の被服を着用
する際には，男子は生活活動への適合をより重視し，女子は生活活動への適合と自己表現を同じように考慮しており，
男女間で用途に応じて着用する被服の考慮点は若干異なることが明らかとなった。家庭での被服製作については，布を
使用した小物類を製作する程度にとどまり，しかも少数であった。ボタンつけやまつり縫いの被服を補修するために習
得した技術には男女差があるが、出来ても自分ではなく家族など自分以外にしてもらうという依存の傾向が強かった。
その中で，男子ではボタンつけが出来る者は出来ない者に比べて，自分でつける者が多く，出来ることが生活の中で活
用することにつながることを明確に示すものであった。
　衣生活についての家庭教育は，男女とも約40％の者がなされていないという状況で，家庭科での学習が重要になるものと
考えられる。そして，男女間において考え方や被服行動に差異がみられたので，その違いを踏まえ，また衣生活の関心の高
さを活かして，意欲的に取り組める内容を工夫して指導することが，衣生活管理能力の形成について課題であると考える。
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心が異なるので，学習内容や方法の工夫によって，男女
がともに意欲的に取り組むようにすることである。

2．被服を着用する際の考慮点
　高校生にとって被服は自己を表現するツールであり，
またその時々の環境下で衣生活を快適に営むために，気
候や着用者自身の体調など種々の条件を考慮して，着用
する被服を決定する必要がある。日々被服を着用する際
にどの様な点を考慮して選んでいるのかを明らかにする
ことは，高校生の被服の思いや考え方を明らかにするこ
とになり，家庭科における被服の役割や着方を指導する
際の基礎資料となる。今回の調査対象校はいずれも制服
を着用しているので，被服を着用する際の考慮点を通学
用と休日用に分けて調査することにした。そして，被服
を着用する際に一般的に考えられる「天気・気温」や「主
な活動内容」などの 8項目を考慮点として選び，尋ねた
ものである。
　（ 1）通学用
　まず，通学用について表 2をみると，被服を着用する
際の考慮点として「制服」をあげるものは男子が84.2％，
女子は96.9％と集中して，最も多かった。「制服」の着用
が校則に定められているので，当然校則にしたがって，「制
服」を着用することを理由にするものであった。次いで
多かったのは，「天気・気温」であり，男子は22.4％，女
子は34.7％であった。制服であってもその日の天気や気
温を考慮して，制服の上や下に重ね着が可能であるので，
それぞれ着方を工夫しているものと思われる。その他，
男子は「主な活動内容」が11.8％，女子では8.2％であった。
さらに男子は「着心地」を7.9％，「体調」3.9％，女子では「体
調」が6.1％の者に考慮点としてあげられていたが，いず
れも重視しているとみなされるような割合ではなかった。
男女間に違いがあるか否かを求めるため，回答のなかっ
た「流行」と「無答」を除いてχ2検定を行ったところ，
有意差は認められなかった（χ2（6）=9.3,ns）。
　制服が規定されている場合には，通学用の被服は制服
というのがドレスコードすなわち，被服の規定であり，
高校生はそれに従わざるを得ない実態だと言える。

子98人の計174人であった。その内，1校は 1年生から家
庭科を学習するのに対して，もう 1校では 2年生から学
習するものである。内訳は，1年生97人と 2年生77人で
あった。いずれも家庭科の家庭総合を学習している。調
査は平成29年 7月に実施した。

２．調査方法と調査内容
　質問紙法によるアンケート調査により，高校生の衣生
活の関心，被服を着用する際の考慮点，衣生活観や衣生
活行動，衣生活についての家庭教育や衣生活の学習意欲
などを明らかにした。

Ⅲ　結果及び考察

1．衣生活の関心
　衣生活管理は被服を着用することを中心にして，被服
の選択，購入，着用，管理，保管や処分などを含む衣生
活行動からなっている。被服を着用することは，被服と
一体となって自己表現を行うことである。すなわち，被
服は自分を表現するツールであり，思春期にある高校生
にとって，心理的にも重要な意味を持っている。そこで，
まず高校生にとって衣生活の関心がどの程度なのかにつ
いて，「大変関心がある」，「やや関心がある」，「あまり関
心がない」と「全く関心がない」という者までの 4件法
によって明らかにした。その結果は，表 1に示される通
りである。
　男女とも最も多くの割合を占めたのは，衣生活に関心
が「ややある」という者で、男子は43.4％、女子は58.2％
であった。これに関心が「大変ある」というものを合わ
せると，男子は57.9％，女子は82.6％にも達した。このよ
うに程度の差はあれ，男女とも衣生活に関心があるとい
う者が半数以上を占めた。そのため，「あまり関心がない」
は男子34.2％，女子は14.3％と男女差はあるものの，そう
大きな割合を占めるものではなかった。衣生活の関心に
ついて，男女間に差異があるかどうかをみるため，無答
を除いてχ2検定を行ったところ、1％水準で有意差があ
り（χ2（3）=16.3，p＜.01），男女差のあることが認められた。
　調査対象の高校生の課題は，男女によって衣生活の関

表 1 　衣生活の関心
表 2 　通学用
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すると，通学用では男女差はほとんどみられなかったが，
休日用の場合には，男子は生活活動への適合をより重視
し，女子においては生活活動への適合と自己表現を同じ
ように考慮しており，男女間で用途に応じて着用する被
服の考慮点が異なることが明らかとなった。したがって，
このような差異を考慮して，着方の指導を検討する必要
がある。

3．被服の補修の実施者及び補修のための技術の習得の程度
　（ 1）ボタンつけ
　被服のボタンがとれる，ほころびる，破れるなどが生
じた時には，補修が必要となる。それは，補修して着用
することによって，身だしなみを整えたり，被服を長持
ちさせたりするからである。したがって，小学校や中学
校の家庭科では，ボタンつけやほろび直しのためにまつ
り縫いが出来るように学習している。では，高校生がこ
れらの知識や技術を実際の生活の中で活用しているかど
うかについては，「自分でつける」，「家族など自分以外
にしてもらう」，「そのままにしておく」という設問によ
って，またその前提となるボタンつけとまつり縫いが出
来るかどうかは，「大変じょうずに出来る」～「全然出
来ない」までの 4件法によって尋ねた。
　①　ボタンが取れた時の対応の仕方
　まず，ボタンがとれた時の対応の仕方について求めた。
　表 4のようにボタンが取れた時の対応の仕方は，男子
は「家族など自分以外にしてもらう」が72.4％と大部分
を占めた。そのため，「自分でつける」のは，19.7％であ
った。「そのままにしておく」というのも7.9％あった。
これに対して，女子では「自分でつける」が54.1％と最
も多いものの，「家族など自分以外にしてもらう」とい
う者が45.9％と半数近くを占めた。「そのままにしておく」
というのは，皆無であった。男女間に差異があるかどう
かについてχ2検定を行ったところ，1％水準で有意差が
あり（χ2（2）＝25.9，p＜.01）ボタンが取れた時の対応
の仕方には，明らかに男女差があった。
　このようにボタンが取れた時の対応については，自分
でするというよりも他人任せの傾向が強く，また男女間
に著しい差異があった。したがって，衣生活管理能力の
形成という点から見ると，例えば小学校段階で準備した
裁縫箱は，必要になった時は直ぐに，しかも一生涯使用
するようにということを指導内容に入れるなど，性差を
生じさせないような指導の工夫が必要となる。

　（ 2）休日用
　次に休日用では，通学用と異なって本人の自由な意思
によって選択できる余地が大きいので，高校生が着用す
る被服をどの様な観点から選ぶのかを明らかにすること
が可能である。では，休日用についてはどの様な点を考
慮しているのかを表 3より見てみよう。
　男女とも最も多かったのは「天気・気温」であり、男
子は57.9％、女子では54.1％を占めた。暑さ・寒さを防ぎ，
体温調整を補助するという被服の機能を，男女とも最も
重視していることが理解できた。これに次いで，男子は「主
な活動内容」と「デザイン」がともに36.8％で，生活活動
への適合と自己表現を同じように重視するものであった。
さらに，「着心地」、「流行」と「おしゃれ」が30.3％と同
じ割合を占め，これらの考慮点においても生活活動への
適合と自己表現との両方に重きを置くものであった。
　女子では「天気・気温」に次いで，「おしゃれ」が48.0

％，「デザイン」が38.8％であり，自己表現が重視されて
いた。さらに，「主な活動内容」が31.6％，「着心地」と「流
行」がともに23.5％という状況であった。その他考慮す
る点はいずれも10％以下であり，重視するものは極めて
少なかった。このように被服を着用する際の考慮点を個々
に見ていくと、休日用においても通学用と同様にχ2検定
によって男女差はなかった（χ2（8）＝7.0，n.s,）。
　次に，被服を着用する際の考慮点を個々にではなく，
全体的にみてみよう。
　考慮点を大きく生活活動への適合と自己表現の二つに
分けて，それぞれ考慮する割合の違いを比較することに
した。すなわち，生活活動への適合を示す「天気・気温」，
「主な活動内容」，「体調」と「着心地」，自己表現をあら
わす「デザイン」，「流行」と「おしゃれ」を考慮点とす
る割合を求めた。男子では生活活動への適合を考慮する
者の合計は，複数回答であるため132.9％，女子は114.3

％，自己表現を考慮する者の合計は男子が97.3％，女子
は110.3％であった。男子は生活活動を考慮する者の方が
自己表現を考慮する者よりも約1.4倍であるのに対して，
女子の場合，両者はほとんど同じであった。
　このように，被服を着用する際の考慮点をさらに分析

表 3 　休日用

表 4 　ボタンが取れた時の対応の仕方
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　②　まつり縫いの習得
　次に被服のほころびやほつれた時の補修に利用される
まつり縫いが，どの程度出来るかについて尋ねた。結果
は表 7に示した。
　男子は「全然出来ない」という者が38.3％と最も多かっ
た。次いで，「あまりじょうずに出来ない」が36.8％であり，
程度の差はあれ出来ないという者が75.1％と約3/4を占め
た。そのため，「まあまあじょうずに出来る」者は21.2％
に過ぎず，「大変じょうずに出来る」という者もわずか2.6

％であった。
　女子では「まあまあじょうずに出来る」という者が41.9

％で最も多かった。これに「大変じょうずに出来る」と
いう9.2％の者を合わせると51.1％となり，過半数の者は
まつり縫いが出来ることになる。この割合は男子の 2倍
以上であった。また，「あまりじょうずに出来ない」のは
31.6％，「全然出来ない」は17.3％であった。このように，
まつり縫いが出来る者と出来ない者の割合は，男女間で
逆であった。χ2検定によってその違いをみると，5％水
準で有意差が認められた（χ2（3）＝15.9，p＜.05）。すな
わち，まつり縫いに関しては，女子の方が出来るという
者が多いことが理解できた。
　男子には出来ない者が多く，まつり縫いが出来る者と
出来ない者が半々という実態が，表 6のように被服のほ
ころびやほつれた時に誰が補修をするのかという対応の
仕方に違いになってあらわられたものと考えられる。
　家庭科学習の定着度を求めた研究によると，衣生活領域
のボタンつけやほころび直しの技術の定着度は，男女差が
大きくしかも学校種が上がるにつれて定着度が低下してい
くことが明らかにされており 7），本研究結果にも同様の傾
向が認められた。したがって，ボタンつけと同様であるが、
衣生活を管理するための基礎的な知識や技術を確実に習得
し，実生活に活かせるような指導の工夫が必要となる。

　②　ボタンつけの習得
　ボタンつけの習得については表 5に示したように，男
子では「あまりじょうずに出来ない」というのが42.1％と
最も多く，「全然できない」が11.8％であった。両者を合
わせると，程度の差はあれ53.9％と半数以上の者が出来な
いという状態であった。そのため，「まあまあじょうずに
出来る」が39.5％で，「大変じょうずに出来る」は6.6％と
わずかであった。ボタンつけは小学校家庭科での学習内
容であるにも関わらず，高校生の現在において出来る者
より出来ない者の方が多いということは，表 4に示した
ように，ボタンがとれた時に，自分でつける者が20％未
満で，逆に他人任せやそのままにしておく者が大部分を
占め、実践が伴っていないことよるものと考えられる。
　これに対して，女子では「まあまあじょうずに出来る」
という者が65.2％と約2/3を占めた。これに「大変じょう
ずに出来る」という者を合わせると，77.5％になった。こ
れに対して「あまりじょうずに出来ない」は20.4％であっ
ても，「全然できない」者はわずか3.1％であった。
　このように女子では，ボタンつけが出来ると自己評価
する者が多く，それゆえボタンが取れた時には，自分で
つけるという者の割合が多くなったものと考えられる。
男女間ではχ2検定により 1％水準で有意差が認められた
（χ2（3）＝17.8，p＜.01）。
　したがって，衣生活管理能力の形成には，小学校や中
学校の家庭科で学習するような基礎的・基本的な知識や
技術を確実に身につけ，さらに実生活にいかにして活か
していくかが，課題としての第一歩となる。

　（ 2）まつり縫い
　①　被服のほころびやほつれた時の対応の仕方
　もし，着用していた被服がほころびたり，ほつれたり
した時には誰が補修するのかについて回答を求めた。そ
の結果は，表 6の通りであった。
　「家族など自分以外にしてもらう」という者が男子は
73.7％，女子は63.3％で最も多かった。そのためか「自分
で直す」という者は男子11.8％，女子22.4％に過ぎなかっ
た。さらに「そのままにしておく」という者が，男女と
も約14％であった。男女差を見るためにχ2検定を行った
ところ，差異は認められなかった（χ2（2）＝3.4，n.s.）。
　男女とも被服を補修するという衣生活管理能力を発揮
して，生活者としての自立という望ましい被服行動をと
る者は少なかった。

表 5 　ボタンつけの習得

表 6 　被服のほころびやほつれた時の対応の仕方

表 7 　まつり縫いの習得
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表 8 　ボタンつけの実践とボタンつけが出来るか否かとの関連

表 9 　まつり縫いの実践とまつり縫いが出来るか否かとの関連

った。これに対して，「出来ない」者ではこれも「家族
など自分以外につけてもらう」が80％を超えて最も多く，
「自分でつける」というのは2.4％に過ぎなかった。その
ため，「出来る」者と「出来ない」者とでは，ボタンつ
けの補修を誰がするかについてχ2検定によって 1％水
準の有意差があり（χ2（2）＝17.6，p＜.01），ボタンつけ
が「出来る」という者の方が自分でつけるという者が多
かった。これに対して，女子ではボタンつけが「出来る」
という者の方が「出来ない」という者と比較して，「自
分でつける」という者の方が多いという傾向はあったが，
両者の間にχ2検定により有意な差は認められなかった
（χ2（2）＝3.6，n.s）
　女子の場合は，ボタンつけが出来なくても自分でつけ
ようとする者が多いことを示すものであった。 

　ボタンつけに比べると，男女とも「出来る」という者
が少ないということが影響しているとものと考えられ
る。多種多様な被服が，容易にしかも安価に入手できる
というファストファッションの時代を反映してか，高校
生はボタンつけやまつり縫いによる補修に重きを置いて
いないのではないかと思われるが，その理由については
さらに検討する必要がある。

これら上位 3項目は，清潔，見だしなみ，被服の購入計
画であり，衣生活の自立を考えると高校生として望まし
い考え方を持ち，行動していることが理解できた。その
他，「高校生なのであまり費用を被服に使わないように
している」は26.3％であった。これら以外の項目につい
ては，いずれも20％以下の割合を占めるに過ぎず，重視
しているとは言い難い状況であった。
　女子で最も多くの割合を占めたのは，「身だしなみに
気を付つけたり，自分にあう被服を工夫したりしてい
る」で80.6％にも達した。「清潔な被服を着るように心が

　③　ボタンつけとまつり縫いが出来る者とそうでない
者との実践の比較

　では，ここでボタンつけとまつり縫いの実践が出来る
か否かと，それらの技術を活かして補修が必要な時に誰
がするのかとの関連性を求めることにした。まず，ボタ
ンつけについては「じょうずに出来る」と「まあまあじ
ょうずに出来る」というように程度の差はあるが，両者
を合わせて「出来る」ものと，「あまりじょうずに出来
ない」と「全然出来ない」を合わせた「出来ない」とい
う 2つのボタンつけについての結果を表 8に、同様にし
てまつり縫いについては表 9に示した。
　まず，ボタンつけをみると，男子で「出来る」という
者でも「家族など自分以外にしてもらう」者が約60％と
最も多いものの，「自分でつける」という者が40％であ

　次に、まつり縫いについてはどうであろうか。
　男女ともまつり縫いが「出来る」という者の方が「出
来ない」という者に比べて「自分で直す」という者の割
合は多いが，χ2検定により有意な差が認められるもので
はなかった（男子：χ2（2）＝4.6，n.s，女子：χ2（2） ＝
2.7，n.s.）。したがって，まつり縫いが出来るか否かにか
かわらず，まつり縫いを使用しての補修は自分以外の家
族などに依存する傾向にあると言える。

4．衣生活観と衣生活行動
　本調査対象の高校生は衣生活についてどの様な考えを
持ち，衣生活行動を行っているのかを示す被服の着方や
手入れ、環境への配慮や経済面への配慮などの 8項目に
ついて明らかにした。
　表10から分かるように，男子は「清潔な被服を着るよ
うに心がけている」が67.1％で最も多く，次いで「身だ
しなみに気をつけたり，自分にあう被服を工夫したりし
ている」が60.5％，「被服の購入には，持っている被服の
種類や色を考えて計画的にしている」が34.2％であった。
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　衣生活について「家族にまかせている」という者は，
男子15.8％，女子3.1％であり，生活者としての自覚がな
い者が一定の割合で存在しており，衣生活における自立
の重要性を理解させる必要がある。
　これらの結果から理解できるように，無答を除いてχ2

検定を行ったところ 5％水準で有意差があり，男女間の
衣生活観や衣生活行動に差異が認められた（χ2（8）＝
15.9，p＜.0.5）。ただ，着方や被服の購入については，男
女とも自分なりの考えを持ち，行動しようとする傾向が
あった。そこで，さらにこれらの内容を学習することに
よって，衣生活管理能力を高めることになると思われる。

けている」は65.3％、「被服の購入は，持っている被服の
種類や色を考えて計画的にしている」が60.2％であった。
これら 3項目は男子においても重視されていたが，いず
れも男子よりも割合が多く，より一層重視しているもの
と考えられる。次に多いのは，「家族の衣生活に協力し，
購入や洗たくなどを手伝っている」，「不用になった被服
は，環境を考えて処分している」と「高校生なのであま
り無駄な費用を被服に使わないようにしている」の 3項
目が20％代で，家族のために環境に配慮して，また経済
的なことも考慮して衣生活行動を行っていることが理解
できた。

表10　衣生活観と衣生活行動

　このように被服製作については，布を用いて小物類を
製作するという趣味の範囲での活用が主であったが，製
作をすることによって，技術の定着を可能にし，製作物
による達成感や満足感が得られるので 8），高校段階にお
いても製作に取り組めるような教材と実際の生活に活か
せるような取り組みの工夫が求められる。

5．家庭での被服製作の実態
　高校生の場合，家庭で被服製作はどの程度行われてい
るのであろうか。その実態について，「よく製作する」～
「全く製作しない」までの 4件法によって回答を求め，明
らかにしたのが表11である。
　男子は71.1％の者が，女子では50.0％と半数の者が「全
く製作しない」であった。これにあまり「製作しない」
という者を合わせると，男子は89.9％の者が，女子では
87.8％と程度の差はあるものの，製作しないという者であ
った。逆に，「よく製作する」と「時々製作する」とを合
わせて製作するという者は，男子7.9％，女子10.3％と少
数であった。男女間に違いがあるか否かをみるため，χ2

検定を行ったところ 5％水準で有意差が認められ（χ2（3）
＝11.1，p＜.05）、女子の方が製作する者が多いという傾
向にあった。
　これら製作するという者の具体的な製作物を表12から
みると，ティッシュ入れなどの布を使用した小物類が大
部分で，Tシャツを製作した者はわずか 1人であった。男
子では在籍する高校が神楽の盛んな地域にあって神楽団
の一員として活躍しており，衣装の補修をしたり，製作
の手伝いをしたりするという者が 2人あった。被服の製
作技術をうまく活用出来ている事例だと言える。

表11　被服製作の実態
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表12　製作物

6．衣生活についての家庭教育
　高校生が，家族から衣生活についてどの様な教育を受
けているのかについて、着方、手入れの仕方、選び方や
経済性などに関する 8項目とその他によって明らかにし
た。
　表13から，男子は「高校生らしい被服を着なさい」と
「自分らしい被服を着なさい」がともに18.4％で多い方で
あった。次いで，「清潔な被服を着なさい」が9.2％であり，
着方に重点をおいて教育がなされていた。
　女子については，「自分らしい被服を着なさい」と「ボ
タンつけやほころび直しなどは，自分でやりなさい」が
ともに16.3％であった。その他，「高校生らしい被服を着
なさい」が12.2％、「清潔な被服を着なさい」が男子と同

7．衣生活の学習意欲
　すでに述べたように，本調査対象者は衣生活の関心が
かなり高かったが，このことが学習意欲に影響している
であろうか。衣生活の学習意欲について、「もっと学習し
たい」～「全く学習したくない」までの 4件法によって
明らかにした。
　表14から見ると，男子は「やや学習したい」という者
が47.4％と最も多かった。これに「もっと学習したい」
とする者を合わせると54.0％となり，半数以上の者に学
習意欲があった。「あまり学習したくない」というのは約
1/3で、「全く学習したくない」という者があったが，そ
の割合は約10％であった。

様に9.2％であった。このように，女子においても清潔，
高校生らしさ，自分らしさをキーワードにした着方につ
いて教育を受けており，男子に対する教育とほぼ同様で
あった。ただ，女子に対してはさらにボタンつけやほこ
ろび直しなどを自分でやるようにと教育しており，男子
と異なる点であった。このような差異が，「 3．被服の補
修の実施者及び補修のための技術の習得」の項で述べた，
男女間の違いをもたらす一因であると思われる。　
　さらに，男女ともに「特に言われない」というのが約
40％を占めており，高校生にもなると衣生活について家
族からの教育は，極めて低下してきていると言える。
　このような実態からみて，学校教育での学習が大きな
意味を持ってくると考えられる。

　女子では「やや学習したい」というのが57.1％で最も
多かった。次に多いのが「もっと学習したい」24.5%とす
る者で，両者を合わせると81.6％になった。そのため，「あ
まり学習したくない」と「全く学習したくない」という
ものを合わせても20％に満たず，衣生活についての学習
意欲は，男子に比較して女子がかなり高いといえる。男
女間の違いをみるため，無答を除いてχ2検定を行ったと
ころ 1％水準で有意差があり（χ2（3）＝17.6，p＜.01）,

差異が認められた。
　これらには男らしさ，女らしさという性差に起因する
要因などの影響が考えられるが，被服を着用することは
自己表現のため，清潔にまた快適に生活を営むには必要

表13　衣生活の家庭教育
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なことである。したがって，学習意欲には男女差がある
ことを前提にして，興味・関心を持って学習できるよう
に工夫することが重要である。
　衣生活の関心と学習意欲との関連を求めるため，両者
の相関係数を求めたところ，r＝0.68となった。したがっ
て，当然のことと思われるが，衣生活に関心のある者は
学習意欲も高い傾向にあることが認められた。したがっ
て，高校生では衣生活を営むことは他人事ではなく，ま
た被服は自己表現であることをより強く認識できるよう
な教材研究が必要となる。

Ⅳ　まとめ

　生涯に渡って豊かで充実した衣生活を営むことは，人間
として基本的な欲求を満たすことになる。この実現には被
服に関する基礎的・基本的な知識や技術を確実に身につけ，
実際の生活に活かすことが出来るように衣生活管理能力の
形成が重要である。本研究は，このような観点に立って，
高校生が衣生活管理能力を身につけて自立した衣生活を営
むことができるように，衣生活の関心やどのような衣生活
観を持ち，衣生活行動を行っているのか，また家族からの
指導の実態などを調査することによって，家庭科における
衣生活管理能力を形成するための課題を明らかにすること
を目的として取り組んだ。その結果，次のようなことが明
らかとなった。
　まず，衣生活の関心については男女差があるものの，全
体として衣生活に関心を持つ者は半数以上であり，衣生活
管理能力の形成を目指すには好都合な状況にあると言え
る。また，衣生活の学習意欲も同様の傾向にあるので，両
者の関連を相関係数によって求めたところ，男女とも衣生
活に関心のあるものは，学習意欲も高い傾向にあった。こ
のことは，衣生活の関心の高さと学習活動とをどううまく
結びつけるかが課題であることを示すものである。被服を
着用する際の考慮点をみると，休日用の場合に，男子は生
活活動への適合をより重視し，女子では生活活動への適合
と自己表現を同じように考慮しており，男女間で用途に応
じて着用する被服の考慮点は若干異なることが明らかとな
った。したがって，このような差異を考慮して，着方の指
導を検討する必要がある。
　被服の補修技術であるボタンつけは男子では出来る者よ
り出来ない者の方が多く，ボタンがとれた時に，自分でつ
ける者が20％未満であったように，他人任せやそのままに

しておく者が大部分で，実践が伴っていないことによるも
のと考えられる。ただ、ボタンつけが出来るものとそうで
ない者に分けて，ボタンつけを誰がするのかについて見た
ところ，やはり出来るという者は自分でつけており，出来
ないという者との差異が明確であった。女子では，ボタン
つけが出来ると自己評価する者が多く、それゆえボタンが
取れた時には、自分でつけるという者の割合が多くなった
ものと考えられる。まつり縫いは男女とも出来ない者が多
いものの，女子は出来なくても自分でしようという者が多
くみられた。衣生活観と衣生活行動は、着方や被服の購入
については，男女とも自分なりの考えを持ち，行動しよう
とする傾向があった。さらにこれらの内容の学習を重ねる
ことによって，衣生活管理能力を高めることになると思わ
れる。被服製作は，布を用いて小物類を製作するという趣
味の範囲での活用が主であった。製作をすることによって，
技術の定着を可能にし，製作物による達成感や満足感が得
られるので，高校段階においても製作とその製作品を実際
の生活に活かせるような取り組みの工夫が求められる。
　衣生活について家庭教育の内容は，男子は着方，女子は
着方とともにボタンつけやまつり縫いなどの補修について
が主であった。しかし，男女ともに「特に言われない」と
いうのが約40％を占めて，家庭での教育力は、低下してき
ていると言える。
　以上のように，衣生活については家庭教育よりも家庭科
での学習が重要になるものと考えられる。そして，男女間
において考え方や被服行動に差異がみられたのでその違い
を踏まえ，また衣生活の関心の高さを活かして，意欲的に
取り組める内容を工夫して指導することが，衣生活管理能
力の形成について課題であると考える。
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